
令和２年度 第５回 広報公聴委員会 会議録 

開催日 令和２年 １２月 ３日（木） 

会議時間 午前１０時５２分 ～ 午前１１時２５分 

開催場所 佐倉市議会 議会棟１階 全員協議会室 

出席委員等 

[委員長] 高木 大輔  [副委員長]  斎藤 明美 

[委員]  川口  絵未、髙橋 とみお、宇田 実生子、石井  秀明、 

押木 孝和、密本 成章、岡野 敦、木崎 俊行 

欠席委員等 なし 

委員外議員 なし 

説明のため出席した

者の職氏名 
なし 

議会事務局 
[局長] 向後 昌弘 [次長]  三室 隆行 

[書記] 野村 忍、井上 睦、山本 あずさ、秋葉 昌輝 

協議事項 
(1) 議会だより（１１月定例会号）について 

(2) 議会だより（２月定例会号）について 

 
【決定事項】 

(1) 議会だより（１１月定例会号）について 

□発行日は令和３年２月１日（月）、部数は約５１，９００部、基調色は赤。 

□レイアウトについては、以下の各項目を掲載。 

・１頁   １１月定例会の概要、主な議案をピックアップし、そのイメージ図または

写真を掲載 

・２～４頁 一般質問通告要旨、一般質問（７名）、用語解説、ホームページの案内、マ

チイロ、１１月定例会の主な議案の概要 

・５頁   佐倉市議会の定例会の流れ 

・６頁   １１月定例会の議案賛否一覧 

・７頁   会派等の意見 

・８頁   委員会報告、議会百景、次回定例会の予定 

□議会百景の担当は、押木委員、密本委員。 

□各委員から提案された意見を踏まえ、発行にむけた編集作業を進める。 

 (2) 議会だより（２月定例会号）について 

□２月定例会号で１００号記念記事を掲載する場合、他の記事の削減が必要になる可能性

がある。それも踏まえて、掲載の有無を次回の会議で協議する。また、掲載する場合、

他市の事例なども参考に、具体的な提案も含めて意見を出すこととする。 

 

【主な意見等】 

（1) 議会だより（１１月定例会号）について 

（１頁 ピックアップする議案の記事について） 

□プレミアム商品券の経費を支援する記事については、新型コロナウイルスへの対策であ

り、関心が高い事項と思われるので、紙面上部に配置した方がよい。 

□議会の行政視察中止、政務活動費削減、期末手当引き下げ等の記事について、いくら減

額して総額でいくら削減したのか金額を示した方がよい。 



 □紙面は、簡潔に、文字数が少ない方が伝わる。情報を詰め込みすぎるのは避けるべき。 

  ⇒ボリュームを調整しつつ、削減額等の情報を入れるよう工夫する。 

 □市立図書館にＲＦＩＤ機器を整備するという記事について、実際の写真があるとイメー

ジしやすい。 

 □プレミアム商品券の記事について、イラストではなく、商品券の実際の画像があるとよ

い。また、発行元が商工会議所であることを明確にした方がよい。 

 □議会の行政視察中止の記事について、削減された予算の使い道も併せて議決したと思う

が、それも掲載してはどうか。また、そもそも、この内容は８月定例会の議決事項であ

り、今回は、その後の予算削減という内容。１１月定例会の記事としてピックアップす

るのであれば、指定管理の記事の方が適切ではないか。 

 □飯野地先の土地取得の記事について、取得目的の説明を入れた方がよい。 

  ⇒ふるさと広場と草ぶえの丘の循環をよくする目的である旨を入れる。 

（５頁 佐倉市議会の定例会の流れについて） 

 □陳情の提出期限など、市民が議会に参加する部分をクローズアップして入れると、議会

を身近に感じていただけるのではないか。 

 □いつも別の頁に掲載している傍聴や臨時託児室の案内などもこの記事に入れるとよい。 

 □そういった情報も集約し、「保存版」として長く使ってもらえるものになるとよい。例

えば、議会の流れを知るための学習資料等として活用できるような内容を目指したい。 

 □会派代表者会議が定例会の流れに含まれていないが、載せなくてよいか。 

 □「執行部」という表現は、一般的ではない。説明を入れるか別の表現にするなど工夫を。 

 □議員発議の説明中に、「意見書」についても説明があるとよい。 

（６頁 議案賛否一覧について） 

 □スペースを調整し、各議員名をもう少し大きくした方がよい。 

 

(2) 議会だより（２月定例会号）について 

□２月定例会号で１００号記念記事を掲載する場合、令和２年６月～１１月議会について

は、新型コロナウイルスへの対応で日数を短縮するなどし、質問者が少なかったため紙

面に余裕があったが、次回の議会が、通常の日数、質問者数の場合、現在の頁数であれ

ば、他の記事を削減する必要がある。 

□１００号記念記事を掲載するか、しないかのどちらかで議論するのではなく、折衷案も

あることを踏まえて議論したい。例えば、頁に余裕がない場合は、記事ではなく、一文

程度のデザインとして入れるということもできる。 

 

【次回の開催について】 

  令和２年１２月２５日（金）午前１０時００分から 

 

以上のとおり会議要録を作成し、ここに署名する。 

                            

                   委員長 高木 大輔

    


